
余暇教育に関する基礎的研究

都市中学生の生活金よびスポーツ意識の実態
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くように方向づけられなければならない。従って，

余暇教育とは，単(iL，余暇やレクワエーション K
研究の動機と目的

関する理論のみ，あるいはいわゆるレクリエーシ近年のめざましい技術革新の進展は，人間疎外

人間ョン活動の技術のみを教えるものではなく，的な諸状況を生じる一方で，余暇を増大させてき

の生きがいや生活のプランニyグまでも含めた生た。それKともない，遊びゃレクリエーションの

活(特κ余暇生活を中心にした)教育と考えられ振興K対する関心が高まり，遊び場や施設の充実，

る。このよう(iL，余暇教育を広く，生活教育ない指導者の養成，余暇ないしレクリエ ション教育

し指導と考える場合，それはどの機関が分担し，の必要性などが指摘されている。この内，施設や

また一つのまとま?たものとして扱われる必要が指導者の問題は，客体的条件の充足であるのに対

あるのかという問題が派生してくる。まず，学校

教育K目を向けると，現行の制度の中では，余暇

教育は独立した領域としては行われておらず，各

して，余暇教育の問題は，主体の啓発K関するも

のである。これらはいずれも重要な問題であるが，

本小論は特K余暇教育の問題をとりあげること K

各の教科どと K関連ある問題がとり扱われ，特別する。

活動特Kクラブ活動や行拳がその重要な場になフ余暇教育は，各人の現在の余暇の充実のための

「生活」を学ぶ

という立場から生活教育が提唱され，学校(特に

教科)と生活の断層を行事でもってつなぐ「行事

ている。戦後のわが国において，教育，とりわけその貧困な余暇活動をL、かK打開

するかという現実的必要性と，生涯教育，特κ成

単元」が注目された。それは，教科と教科外活動，

ひいては地域の活動をも統一し，学校教育全体で

人への準備教育の必要性の二面から要請されてき

発これらを教育のー領域として考える以上，た。

どんな内容を達段階K応じて(シークェンス) ， 

そもョて生活教育を行うという構想であったが，(スコープ)教えるかが検討されなければならな

「文

化」や「科学」を教えるものであるという教科観

の確立とともに崩壊していった。そしていま，教

の後，指導要領の国家基準化や，各教科は，ぃ。つまり，人聞にと?て余暇ないしレクリエー

ション生活を充実させることの意義やその必要牲

を学び(目的) ，それを達成するための内容(具

員の勤務時間の問題とも関連して，学校教育が最

低行うべき役割や範囲は何かが検討され，クラブ

活動や休暇中の行事のあり方が大きな問題Kなっ

ている。また，一方では，生涯教育の構想の下(iL，

体的Kはいろいろな余暇活動の技術やそれを行う

態庶Kついての学習が考えられる。)に精通し，

その方法やその活動なり生活の評価が考えられな

さら(iL，対象の身体的，精神的，ければならない。

社会教育とりわけ社会体育の振興が真けんに問わ

れるよう Kなり，公共機関のみならず民間の音楽
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社会的発達に応じて，活動自体や余暇やレクリエ

ーシ g ンK対する意識が質的K深まり発展してい



2. 511寺聞が多く，休日は1.5 - 2時聞が多く，全

体 K休日の方が少なくなっているが，休日は全然

やらないものと非常に長時間行うものと多様K分

散している。「塾やけいこの時間 Jは，行ってい

る者では 1-1.5時間のものが多いが，休日は

行かない者の割合が増えている。なお，学校のク

ラブ活動は 1- 2時間のものが多いようである。

以上みてきたよう1'(.都市中学生の生活では，

週日と休日の過し方が異ヲており，休日は週日の

睡眠不足を補?たり，余暇活動志向の傾向が強く

なョている。また，週日の生活では，授業も含め

て勉強K ウェイトがかけられており，それはテレ

ビの視聴時間が長いこととあわせて，睡眠時間へ

のしわょせとなヲてあらわれている。

2. 都市中学生の余眼活動の実態

このような週日と休日の生活の仕方の違いは，

余暇活動K どのように反映しているであろうか。

まず，週日，休日ともにテレビをあげる者が多い

ことが注目されるが，その割合は，週日では男子

81.1'11.女子 79.3係，休日では男子 63.6'11.

女子 67.9'111'(なっている。休日の方が割合が低

くなョているのは，テレビ以外の活動が活発Kな

ョているからと恩われる。また，テレピ以外Kラ

ジオを聴く者が増えている(男子 24.0'".女子

11.9'11) のは，最近の傾向である。よく視るテ

レピ番組では，男子ではスポーッ，マンガ，クイ

ズ，西部劇，女子ではホ ムドラマ，歌謡曲など

の娯楽的なものが多くな?ている。しかし，京都

と比べると，報道番組を視る率が高く，万才落語

の割合が低くなっていることがめだ宮ている。テ

レビ，ラジオ以外Kついてみると，週日の活動で

は.(¥)読書(男子 25.3'11. 女子 30.1婦) .マン

ガ(男子 7.5 '11. 女子 8.1 '11) . (2)レコード鑑賞

(男子 7.5 '11 .女子 9.0係).ピ 7 ノ(女子 9.2 

'11) . (3)昼寝(男子 5.9 '11) .休憩，ポンヤ"す

る(男子 5.4 '11 .女子 5.5 "')など，家庭内で個

人の行う静的な活動がめだっている。小学生が，

キャ vチポーノレ，パザトの素振り，パトミントン

などのスポーツ的な活動，動植物の世話， トラン

プ，プラモデル，囲碁将棋など多様な活動をして

いたことからすれば，中学生の週日の余暇活動，

特 K身体的な活動は貧困だといえる。一方，休日

に行う活動は多様K分散しており，都市の特徴と

思われるシヨザピソグ(男子 28.7'11.女子 51.0 

'11) .およびサイク 11ング(男子 22.9'11). キ

ャ 9 チポール(男子 19.4 '11) .パトミントン，

バレー(女子 23.1'11)などのスポーツ的活動，

レコード鑑賞(男子 23.8'11. 女子 29.0 '11 )が

多くな?ている。小学生が旅行，水泳，動物関，

博物館，映画，観劇，スポーツ観戦など，出かけ

て観る活動を多くあげていたの K比べて，自ら行

う活動が多くな?ている。これに対して，休暇の

活動の主なものは，旅行(男子 57.9 '11 .女子

57.4'11). 田舎へ行く(男子 37.8 '11 .女子36.8

"')や，海水浴(男子 42.8'11. 女子 38.2'11).

登山，つり(男子 28.1係) .キャンプ(男子

18.2'11.女子 10.3 '" )などの野外活動である。

以上のことから，週日の余暇活動は，テレピや家

庭内で行われる静的な活動Kとどまり，休日，休

暇でいわゆる趣味やスポーツ的な活動が行われて

いることがわかる。次1'(.これらの活動の行われ

方をみると，生活計画を「休暇時のみたてる」と

いう者が多い(男子 44.6'11. 女子 57.8係)こ

とを反映して，休暇の活動では r前から計画し

ていた」もの(男子 68.0係，女子 59.1 '" )や

「行事」として行われるものが多い。しかし，一

方では. r急K思いついて J行ったという者が，

男子1'(34.1'11.女子1'(20.7'11いることが注目さ

れる。また. r行事」の内では， r学校の行事や

タラプ活動」で行ったものが，男子 29.1'" .女

子 35.8 '11おり，学校の特別活動の占める割合が

大きくなっていることが認められる。性別では，

全体の生活の計画をたてている者は，女子の方に

多い。次いで，それらの活動を一緒K行う人Kつ

いてみると，週日の活動では個人で行う者が多い

ことは前述した通りであるが，休日の活動では，

「一人で行う J(男子 74.2 '11 .女子 45.5 "') • 
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やスポーツなどの塾や教室，サークノレなども年々

活発Kなりつつある。さら1'(，親子の断絶や青少

年の非行化の問題とも関連して，家庭教育の機能

とは何かが問われている。このようI/L，学校教育，

社会教育，家庭教育すべてを含めて，教育とは何

かが問いなおされようとしている現在，その一環

として，生活教育ないし生活指導としての余暇教

育のあり方を検討することは意義あることと恩わ

れる。そのためKは，まず，現実の余暇生活の実

態やその問題点を整理し，今後それらをどのよう

K余暇教育として方向づけていくかの視点を検討

する必要がある。(一方では，人間存在ないし生

活の理想像への哲学的教育的アプローチも必要で

あることはいうまでもないが……) そこで，本

小論では，今後の余暇教育を検討する視点を導く

ことを目的として，以下都市中学生を対象Kした

実態調査K基いて考察をすすめることにする。こ

こで，都市中学生を対象Kしたのは，先I/L発表し

た「都市児童の遊戯の実態調査 J(日本レクリェ

ージョン研究会編『リクリェーション研究』第 6，

7合併号 197 1年 3月)の継続研究としてで

ある。

n.研究方法

1. 実態調査について

実態調査は，次のように行ヲた。

(tl調査方法 質問紙法によるアンケート調査

(2)調査期日 昭和 4 5年 1 1月下匂

(3) 調査対象 中学 1 ， 2年生，男女

計 2，06 2，名

内訳

所在地 学校名 男子 女子

東 尽 武蔵野 1中 97名 87名

3中 120 85 

4中 292 222 

5申 63 61 

(計) 572 455 

尽都 二条中 学 363 190 

上 京中学 243 239 

(計) 606 429 

計 1，1 78名 884名

ここで，東京と京都の中学校を凄んだのは，先

の小学校の実態調査で，居住濠境(住宅，団地，

商業，工業の地区別)の影響が大きいことがわか

ったが，今回はさらにそれを拡大して，最近都市

開発や人口移入が顕著であるいわゆる新しい都市

(武蔵野市)と比較的伝統的な!日い都市である京

都市の比較を試みたからである。ここでは，武蔵

野市を中心K考察し，関連あるもののみ小学校と

比較し，また特K新しい都市的傾向の著しいもの

のみ京都と比較した。

(4) 調査内容

広く中学生の生活実態やスポーツや遊び K対す

る意識について調査しているが，主な内容は，①

身体的社会的発達，②生活構造，③余暇活動，④

クラブ活動，⑤塾やおけいこどと，@スポーツ意

識についてである。

2. 考察の視点

これらの調査結果を考察するにあたっては，特

I/L， (t)J:t学生の発達的特性， (2)都市化現象， (3)教

育的価値との関連を留意した。

まず第-1'(，中学生の発達的特性をみると，身

体的K著しい発達を示す時期であり， r体格につ

いてみると，女子はほとんど成人の状態に近い発

達を示し，男子は女子よりやや遅く，まだ発達の

途上である。一方，体力や運動能力では，男女と

も著しい発達をみせ，特I/L筋・神経系の協応能力

と呼吸循環機能はほとんど成熟の域K達しており，

筋力はまだ発達しつつある時期であるJJいわれ

る。従って，この時期Kは身体活動が重視されね

ばならず，しかも， r小学校期のような遊戯的運

動よりも，スポーツのような競争を併う激しい運

動に興味と関心を示すよう Kなり，連動技能Kつ

いても程度の高いものを求めるよう Kなる」とい
2) 

われるように，スポーツが重要な位置をc:!J.めるこ

とKなる。また，精神的Kは，児童期の子どもら

しさから青少年期のおとならしさへの移行を示す

時期である。自己意識が強くなり b 家族よりも友

人関係が重みをもつよう Kなり，組織的集団的活
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動が可能になる。その意味で，クラプ活動や休暇

申の行事などの集団活動が重視されなければなら

ない。

第二は.経済の高庶成長，技術革新の進展とと

もK社会や国民の生活が急激K変化したが.それ

らが中学生の生活Kどのよう K反映しているかの

問題である。最近中学生も含めた青少年問題とし

て注目されているものt'(，体力の低下や肥満児の

問題，心身の発育の加速化現象Kともなう性や非

行化の問題，政治活動の問題などがある。このよ

うな問題が生じる背景として，過度の受験準備教

育，モータリゼーションや交通の発達，遊び場の

不足など欲求不満や運動不足を生じる要因や，テ

レピ・雑誌・マンガなどマスコミュニクーシ g ン

の発達による刺激過剰，大衆消費社会・レジャー

ブームと呼ばれる社会の風潮やモラルの低下，夜

が遅く朝が遅い都市型の家庭生活や過保護な家庭

教育などの都市化現象が考えられる。このような

問題と関連して，中学生の生活の全体構造，特に

毎日の生活時間や休日・休暇の活動との関係の実

態が明らかKされる必要がある。

第三は，教育的価値の面からの考察であるが，

これは主t'(，今後の余暇教育の方向づけを考える

視点Kなる。人間形成や全面発達 Kおけるスポー

ツや音楽をはじめとする余暇活動の位置づけや価

値を明確Kし，発達段階K応じた指導が試みられ

なければならな1.' 0 この問題と関連して，スポーツ

ツや遊びに対する意識の実態が問われる。

以上の 3つの視点K照らして， (ll生活の構造

(2)余暇活動， (3)クラブ・サークル活動， (4)スポー

ツ意識Kついて，以下考察をすすめる。なお，本

小論では，これらの全体的傾向を概観することを

主なねらいとし，次報で各々の領域について詳細

に検討する予定である。

E・結果の考察

1. 都市中学生の生活構造

都市中学生の生活構造の最も大きな特徴は，週

日と日曜・祭日などの休日との生活の仕方の相違

である。週自において日の生活の申で最もウ

エイトを占めているものをみると，第一位は，男

女とも約半数が I芋校の勉強」をあげ， 次いで 30 

'1>近くが「クラブ活動」をあげている。第三位は，

男子では「家の内外での遊び J，女子は「家での

勉強 J，第四位は三位の逆，五位Kは「学習塾」

があが予ており，全体的Kは，勉強Kウエイトが

かか 9 ていることがわかる。一方，休日の過し方

をみると， r勉強の日 Jと答えるもの男子 8.9'1>， 

女子 9.2 '1>はどく少なく， r競味や遊びの日」

(男子 73.8'1>，女子 65.9'1>) ， r片づけたり休

息する日 J(男子 33.4'1>，女子 53.4'1>)， r友

だちゃ家族と過す日 J~てな司でおり，週日と休日

の過し方が区別されていることが明らかである。

東京で「趣味や遊びの日」が第一位Kあげられた

のK対して，京都では低率であり rふだんと同

じJ，r家族主過す日」が高率を示しているのは，

大きな違いである。これを生活時間でみると， r睡
眠時間」はじめ「テレビの視聴時間 J，rその他

の遊びの時間 J，r手伝の時間」は，全体K週日

に比べて休日の方が長くなヲており， r勉強時間 J

は逆に減少している。生活領域どとの時間の特性

をさらに詳しくみると， r睡眠時間」は，小学生

K比べてかなり短く，週日では 8時間以下のも

のが 36 '1>を占めており，休日ではこれを補うか

たちで 10時間以上のものが男子 48.6'1>.女子

36.3'1>t'(な司ている。「テレビの視聴時間 Jも

小学生κ比べると短くな?ているが，週日では 1

-3時間の者が多レの K対して，休日では 3-5

時間のものがかなりの率を占めている。「その他

の遊びの時間」は 1- 1. 5時間という者が 33 

- 3 5 '1>で最も多いが，小学生の男子の 4 1 '1>が

戸外で 3時間以上遊んでいたのに比べて，かなり

少なくなっている。また，テレビを除くと遊びの

時間なしというのが，男子 9.6'1>，女子 8.4'1>い

ることが注目される。「手伝の時間」は時間

以下(男子の 33. 6婦は「なし」と答えている〉

というものが多く，休日はその時間がやや長くな

っている。一方， r勉強時間 Jは，週日では 2-
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「学校の友人 J(男子 65.5%.女子 51.7%)家

族全員，兄弟姉妹，父母など家族と行うものがめ

だっている。性別では，男子は「一人Jで行う者，

「学校の友人 Jと行う者の率が高く，女子はどち

らかといえば「家族」と行う者が多い。一方，休

暇中の活動では. r一人」で行う者は少なく，

「学校の友人」や「家族」との活動が多L、。小学

校と比べると. r近所の友だち」の占める率が低

くなり，また京都K比べても低率であ?て，地域

的なつながりがうすくな 9 ていることがわかる。

また，その活動を行う場所を比較的余暇活動の多

く行われる休日 Kついてみると r自分の家や庭」

をあげる者の割合が高く(男子 71.2%.女子

72.8%). 次いで，小学生ではみられなかヲた

「商業施設 J(男子 39.7% .女子 30.8係)がめ

だ予ている。反対K.r広場や空地 J.r公園や

遊園地」を利用する者の割合は減少している。こ

れは，一面では，中学生の利用できる広場や公園

が数少ない状況を反映していると考えられる。

要するに，中学生の余暇活動の実態では，特K

遡日では身体的活動が不活発であり，今後，比較

的余暇活動志向的な生活がなされている休日と，

計画的組織的活動が可能な休暇の余暇活動の方向

づけが検討される必要があろう。

3. 都市中学生のクラプ・サーク j¥，活動

中学生の発達段階では，友人関係や集団活動が

重要な位置を占め，また，週臼の活動でクラブ活

動 Kウェイトをおいているものが二番目 κ多いこ

とを指摘してきた。いま，武蔵野市の学校のクラ

ブ活動への加入率をみると. 9 8 %でほとんど全

員が参加しており，申でも浮動クラブ K所属する

者が多い。(男子 74.8%.女子 63.9%).この

ことは，中学生Kとョてスポーツが欠くことので

きない活動であり，しかも学校の授業やクラプ以

外Kは週8Kほとんど身体活動が行われていない

ことからすれば，運動クラフ・への参加が高率であ

ることは，高く評価されてよい。運動クラプ員と

文化部員の生活を比較してみると(クラプ不参

加者が少をいので，ととでは文化部員と比較した)

次のような特徴がみられる。健康状態(身体状態)

では，文化部員の方K. r朝礼時などK貧血や気

分が悪くなる J.r運動時K息ぎれやどうきがす

るJ.rねんざをしやすい J.r疲労しやすい J.

「病気やゅううつになりやすい J. r食欲不振で

ある」という者の割合が高く，運動クラブ員の方

が健康状態Kすぐれている。特K.男子Kその傾

向がはっきりでている。生活時間では大差はみら

れないが，女子Kおいて運動クラブ員の方がや L

睡眠時間が長く，勉強時聞が短くな?ている。余

暇活動に関しては，週日の活動では，男子は運動

クラプ員の方が「テレピ・ラジオ J.rレコード

鑑賞J.rあそび」の率が高く，文化部員の方が

「勉強」や「読書」の率が高くな?ている。女子

では，運動クラブ員の方が r勉強J.rテレビ」

の率が高く rレコード鑑賞」や「ピアノ」は文

化クラブ員の方がや』高くなフている。また，休

日の活動では，運動クラブ員K，スポーツの試合

(男女)，ポ リング，キヤマチポール，水泳

(男子).サイクリング，バレー，パトミントン

(女子)など身体的活動を行う者の率が高くなヲ

ていることが注目される。また，友人関係 Kつい

てみると， r親友 JK恵まれているものが男女と

も運動クラブ員 K多く，しかも， rクラブ活動」

を通して親友になヲた者の割合が多い。以上みて

きたよう κ，運動クラブ活動は，生徒の健康状態

や友人関係Kよい効果を与えており，また，運動

クラブ員と文化クラブ員の生活K大差がないこと

から，運動のやりすぎKよる幣警はあまりみられ

ないと考えられる。これκ対して，文化クラブ員

では，身体的活動がほとんど行われていないこと

Kついての対策が検討されなければならない。し

かし，一方では，運動クラプ員の内，男子 12.3

%，女子 15.8%が，練習にほとんどあるいは全

然参加していない，いわゆる名 Bクラブ員である

ことに目が向けられなければならない。しかも，

選手や一般クラブ員のクラプ K対する不満や希望

事項が，施設や運営や指導の仕方K関するものが
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多いのに対して，これらの名目クラブ員は全体 K 展していくことが期待できる。また，現在「熱中

不満が多く，特I'1:r自分のやりたいクラブがない J. している趣味活動がある」と答えるものは，男子

「能力 K応じた役割を与えてほしい J.rよい仲 65.6必，女子 49.5婦である。その活動種目は，

聞がいない J.rテレビやマンガをみる方が楽し 蒐集，スポーツ，音楽など非常K多様であり，そ

い J.r運動クラブK入?ていると自分のしたい の継続期間は 1- 3年以内 3-5年以内のも

ことができない」など個人的な不満の率が高くな のが高率であるが 5年以上のものが男子 20係，

ーており，また. r楽しく仲よくや A ていくよう

にしたい」と希望するものが多い。最近，このよ

うな集団活動Kよる教育的効果を無視して楽しめ

ばよいという傾向や，一方では勝敗第一主義的，

選手中心主義的なクラプ運営の傾向が強くな 4 て

いることから，改めて，クラプ活動の理念や運営

の仕方を検討していかなければならないであろう。

次1'1:.学校のクラプ活動以外の地域や民間のサ

ークル，塾・おけいこ教室への参加の状況をみる

と，学習塾を除くとあまり活発ではない。スポー

ツ関係の塾や教室への参加状況も低率であるが，

男子の方が全体K参加率が高くその種目も多様で

ある。また，学校の運動クラブ員と文化クラプ員

の参加率の比較では，前者(男子 25 t/J. 女子

12.8係)の方が後者(男子 18 ~.女子1. 4 ~ ) 

より高くな?ている。その他のおけいこどへへの

参加は，ピアノ(2 0係)をはじめ，女子の方が

多くな?ている。また，地域の活動では，小学校

で「子ども会」が約 60 t/Jの参加で活発であ?た

のK比べて，中学校では不活発である。このよう

な地域や民間のサークル活動は不活発とはいえ，

近年徐々 K伸びており，社会体育振興方策と相ま

ヲて，今後ますます発展していくことが予想され

る。学校のクラブ活動が教育活動の一環として行

われるのK対して，個人が加入するこれらの活動

は，趣味的レクリェーション的性格の強いものと

いえる。上述の塾やおけいこどとへの参加の理由

をみると，小学生では. r将来役にたつため J.

「上手K念 PたいためJが多(.また京都では，

「成績向上のため」をあげるものが最も多かった

のに対して，東京の中学生が「好きだから」とい

う理由をあげている者が多い。

とのととは，趣味や生涯のレクリエーショオ舌動へ発
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女子 15.5 ~いることが注目される。このように

継続期聞が長いことは，一方で，熱中している趣

味活動をもたないものとの差が大きいことを意味

し，今後もたない者の対策が急がれる。

以上，学校のクラプ活動やそれ以外のサークノレ

活動の実態についてみてきたが，学校のクラブ活

動を除いては全体に低調であり，今後の発展が望

まれる。特1'1:.学校の運動クラブκ入っていない

者の身体活動が貧困であるごとについては，検討

する必要がある。

4. 都市中学生のスポーツ意識について

ι止中学生の段階で，スポーツの重要性が認められ

るにもかかわらず，学校の運動クラブの活動を除

いては，ほとんど行われていないことを指摘して

きた。しかし，実際には活動していないとはいえ，

彼らはスポーツや遊び K対して，旺盛な興味と健

全な意識をも?ている。どんなスポーツや遊びが

好きかという質問K対して. r自由の中Kもきち

んとしたルールがあり，いわばルールの中での面

白きを味わうようなスポーツ J(男子 62.6 ~. 

女子 65.9.~) • rサ甲カーや陸上競技のような

自分の能力を出しつくして競いあえるスポーツ J

(男子 50.1t/J .女子 34.7 ~)など，カイヨワの

いう「アゴーン」への志向が，アレア(r宝くじゃ

トランプオ トレースのような勝敗が全くわか

らない運命を天Kまかせるようなスポーツ J). 

イ 1Iンクス(r高速道路をオートパイで爆音をた

てて疾走したり，ゴーゴーで狂気したり 7イス

スケートで回転するなどスリルを味わ?たりめま

いを感じる遊び J). "クリー(r映画スターが

ある人の役割を演じたり，仮装行列のよう K自分

以外のもののまねをしたり，プラモデルをつくっ



たりするととJ)的なもの，及び「スポーツはもと

もと遊びであるから，勝手気まま K自由 K行える

ようなものが好きだ」という「パィディ 7J的な

ものに比べて，非常K高率Kな?ていることが注

目される。このことは，実際Kやってみたい活動

として. rサヴカー，パスタ叩ト，パレー」など

の7 ゴーン的な要素が強く，しかも集団で行うも

のが多く望まれていることからも裏付けられる。

また，スポ ツのよいところ(価値) I'Cついてき

いたところ. r体を丈夫KするJ. r意志を強く

する」など目的的なもの(男子 52.3~. 女子 58.9

~)が. rスカヲとするJ. r楽しL、」などの感

覚的なもの(男子 39.5~. 女子 37.8 係)より高

率κなっている。また，スポーツの試合で大切な

点として，男女とも「正々堂々と真面目 K行うこ

とJ• r苦しさ K負けずにがんばること」など，

個人の態度が高く評価され，ついで，協力やチー

ムワーク，先生やコ チの技術的注意を守ること

があがり rルールぎりぎりの範囲であらゆる方

法を使って戦う j という勝敗第一主義的な考えは

低く評価されている。このことは，中学生はスポ

ーツや遊びのもつ競争性に強い関心を示すととも

に，それらを非常Kまじめなものとして位置づけ

ているといえる。このこと自体は，教育的にみて

望ましいことであるが，生活の中でスポーツ活動

を楽しむという意識や態度をいか K啓発するかは

今後の課題として残される。

lV. まとめ

以上，都市中学生を対象とした実態調査を(1)生

活構造. (2)余暇活動. (3)クラブやサークル活動，

(4)スポーツ K対する意識の 4つの側面から概観し

てきた。考察の結果，明らかになョた点は次のよ

うなものであり，それらは余暇教育のあり方を今

後検討していく際，十分 K考慮きれなければなら

ない問題だと考えられる。

(1) 発達的課題から身体活動や友人関係が重視

され，また，現代社会特K都市化現象との関連

では，個人の主体的活動の必要性が痛感される。

その意味で今後クラブ・サークル活動としてのス

ポーツの振興が重要な課額となるであろう。(学

校のクラブK限らな L、) そこでは，体力の向上

や運動欲求の充足のみで訟く，望ましい友人関係

や生活の楽しみを味わうことが期待される。

(2) 休暇や地域の活動に関連して述べると，都市

的環境の中で失われたものの回復や自主的活動の

経験を求めて，十分な指導の下I'C.キャンプなど

の野外活動を行ヲたり，奉仕活動などの社会との

つながりをも?た活動を振興することの必要性が

痛感される。

(3) 生活構造の実態から，受験勉強をはじめとす

る勉強，クラブ活動などKよ?て週日はゆとりの

ない生活Kな?ているのに加えて，テレビやラジ

オの視聴時間が長いことが余椴活動の貧困の大き

な要因であ?た。そして，それは，休日の睡眠時

間の増加や余暇活動志向的な生活Kよ?て補足調

整されていた。このことから生活を計画的K行う

こと Kよ?て，主体的K余暇活動ができる時聞を

生み出すとともI'C.いわゆる「生活のきりかえJ

をうまく行ヲて，余暇時間を楽しむ態度を確立し

ていくよう方向づけていくことが大切であると思

われる。これは，特I'C.長期休暇の生活指導にお

いて考慮されるべき問題であろう。

(4) 以上のことから，余暇教育は，学校教育，家

庭教育，社会教育から広く検討されなければなら

ないことが明らかである。学校教育では，原則と

して全員参加の活動の指導を行うべきであるので，

活動の基本的技術ぞ計画や運営のし方を主Kとり

扱うことになろう。社会教育関係では，学校のク

ラブ活動が徐々に地域や民間の活動K移行してい

くと予想されることから，従来のエリ 7 ・サ ヴ

イスやプログラム・サーヴィス K加えて，クラブ

の紹介や適性の相談などのカウンセラ一的なサー

グィスやクラブの助成などが要請される。また，

家庭Kおいては，家族の規律ある生活やそれKよ

ヲて生じる余暇を主体的な活動で楽しめるようI'C.

家族全員がとりくむことが必要であろう。特I'C.

休日・休暇の活用は，これからの大きな問題と思
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われる。また，中学生の段階では，完全に自立し

て行動させることは，放任になりやすく，やはり

家庭での教育をおろそかにできないであろう。休

暇などの活動Kおいて，家族旅行の計画を中学生

K計画させたり，友人との活動の責任の所在を明

確Kさせるよう指導することなどが，その一例と

して考えられる。

(5) 以上のような都市中学生の生活やスポーツ意

識の実態から提示された問題点をふまえて，今後

余暇教育を構造的Kとらえ，プログラムやカ 1Iキ

ュラムの問題を具体化していく作業が残される。

本小論では，主に被教育者である都市中学生の諸

問題をとりあげたが，これを教育する側，つまり，

教育委員会(社会)一教師(学校)一両親(家庭)

の諸条件の検討も今後の大きな課題である。中で

も，教師の果すべき役割や指導能力は，重要な問

題と思われる。

(文責弘中栄子)

1).2) 文部省[""中学校指導書 保健体育

編J 昭和 45年 5月，東山書房
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